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下水道管路等内作業における安全確保の徹底について 

 

 

 令和８年５月 19 日（火）、福島県福島市において、下水道管路の点検作業中に委託先

作業員１名が死亡、１名が意識不明となる事故が発生しました。 

本事案の詳細については関係機関により現在調査中ですが、各下水道管理者におかれ

ましては、下水道管路内作業を行う場合においては、酸素欠乏症等防止規則（昭和 47 年

９月 30 日労働省令第 42 号）、「下水道維持管理指針 総論編マネジメント編－2014 年版

－」（平成 26 年９月（公社）日本下水道協会）第３章第４節「管路施設の労働安全衛生

対策」及び「下水道管きょ内作業の安全管理に関する中間報告書」（平成 14 年４月、下

水道管きょ内作業安全管理委員会）等に基づき、下水の流況の確認、管路内の硫化水素

や酸素濃度の測定・換気、転落防止の安全帯等の保護具使用、緊急時救出用の呼吸器等

の準備など、下水管路内の作業環境を踏まえた作業者の基本的な安全確保対策の徹底に

関して委託事業者への指導・監督など適切な措置を講じられるようお願いするととも

に、下水道等管路内作業において安全を確保するために特に注意し徹底する必要がある

と考えられるポイントを別紙の通りに作成しておりますので、現場で作業を行うときに

委託事業者に配布し、作業従事者に携行していただくなど活用いただきますようお願い

いたします。 

なお、今般の下水道管路内調査の事故について、その原因を踏まえ、再発防止策につ

いて改めて事務連絡を発出する予定です。 



 

各都道府県におかれましては、この旨管内市町村（政令指定都市を除く。）にも周知を

お願いいたします。 



     【別紙】  

 

 

測定点の例 

作業員が酸素欠乏症等を発症した場合は、無理せず、消防に通報し救出を委ねること 

○作業開始前、作業中、再入孔する前に、原則として垂直、水平方向にそれぞれ３点以上測定点を設けること 
 
○作業場所に下水や汚泥が堆積している場合は、外部から攪拌して水中の硫化水素を空気中に放出してから濃度

測定を実施すること 
 
○外部から攪拌できない場合には、濃度測定の結果が基準値以下であっても、適切な呼吸用保護具を着用させ、

作業員を入孔させること 
 
○作業場所では、酸素濃度を１８％以上、かつ硫化水素濃度を１０ppm以下に保つように常時換気すること 
 
○作業中は常時警報付き測定器具によるガス検知を行い、異常を感知したら直ちに退避できる体制を整えること 
 
○酸素欠乏症等にかかって墜落する恐れのある時は、高さ２ｍ以内であっても墜落制止用器具を使用すること 
 

管路作業での酸素欠乏症・硫化水素中毒を絶対に防ぐ 
～作業従事者の命を守るために、特に留意すべきこと～ 

（令和７年８月４日版） 

出典：下水道維持管理指針（総論編、マネジメント編）-2014年版- 


